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近年、⾼齢者の無⻭顎率は低下しているものの、来院する無⻭顎患者の平均
年齢は上昇し、平均寿命の延伸に伴って⾼度顎堤吸収などの難症例が増加して
いる。⼀⽅で、⼤学教育における全部床義⻭の講義や実習は減少傾向にあり、
卒業後に⼗分な臨床経験を積む前に難症例へ直⾯する若⼿⻭科医師も少なくな
い。本講演では、まず⾼度顎堤吸収症例などの難症例がなぜ難しくなるのかを、
物理的要因と術式的要因に分けて整理する。さらに、より機能性の⾼い義⻭治
療を実現するための考え⽅や、各ステップにおける具体的な臨床⼿技について、
症例を交えながら解説する。特に、印象採得・咬合採得・ゴシックアーチ法・
⼈⼯⻭排列・咬合様式などの⼯夫などの重要性についても取り上げ、難症例に
おける臨床上のポイントを共有したい。
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